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ま え が き 

 

 MICRO-PEAK の歴史は古い。HASP 系の計算方式を受け継ぎ、初版は 1982 年に

MICRO-PEAK/1982 として公開された。MICRO とは超小型コンピュータから由来しており、

パソコンという用語がつかわれる前は、個人レベルで使用するコンピュータのことをマイクロコ

ンピュータとかマイコンと称していた。現在ではパソコンで殆どの計算ができるので、今さら

MICRO でもないのだが、MICRO-PEAK として親しまれて来ているので名称の変更は行わなか

った。MICRO-PEAK/1984、MICRO-PEAK/1987、MICRO-PEAK/2000 などの小改定に比べ

て、今回発表する MICRO-PEAK/2010 は大改定といえる。 

 

 最大負荷計算で非空調隣室の影響は中間温度のような値を仮定することが多かったが、まとも

に計算することができる。非空調の廊下とか、便所の温度も求めることができる。天井裏空間も

必要とするなら温度計算ができる。モデリングの問題であるが、非空調スペースのうち重要なと

ころは計算し、そうでないところは従来のような中間温度仮定で計算することになるであろう。 

 計算は周期定常といわれる同じ外乱が毎日繰り返されるという日周変動周期定常計算であっ

たが、それでは土日の影響を見ることができない。週周変動周期定常を採用した。土日を含む 1

週間周期の計算とした。従来と同じ値を求めることもできるし、1 週間の自由なスケジュールに

対応した計算も可能になったのである。 

 気象データや窓のデータが一新された。気象データは拡張アメダス気象データとして発表され

ているもので気象の同時生起、連続生起を考慮した全く新しいものを採用している。現実には発

生し得なかった従来の気象と異なり、気象学上矛盾のないかつ過大負荷計算にならない気象デー

タを採用している。窓についても近年の窓の多様化にあわせて大量の窓データを用意している。 

 計算時間間隔も従来は 1 時間が常識であったものを、15 分間隔と細かな変動に耐えられるよ

うにした。内部発熱の変動スケジュールが自然に入力できるし、予熱時間も 1 時間の倍数でし

か入力できなかった従来と異なり、15 分の倍数で入力できる。30 分予熱などの計算が可能にな

ったということである。 

 

 その他、入出力のビジュアル化など説明しきれないほどの改良があるが、これからの時代の設

計ツールとしてかなり有用なものになることは間違いないであろう。これからはユーザの皆さま

からの貴重な意見を参考にして、更なるバージョンアップを図り末長く MICRO-PEAK の持続

的発展につなげていきたいと考えている。 

 

 末尾になったが、本プログラムおよびマニュアル作成は本協会コンピュータ委員会委員の菅長

正光氏によるところが大きい。また全般的にコンピュータ委員会委員各位のサポート、各種デー

タベースについては宇都宮大学の郡公子先生の協力によるところが大きい。ここに謝意を表する

次第である。 

 

 

2010年12月 コンピュータ委員会委員長 石野 久彌 
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１．インストール方法 

 
1.1 CD-ROM の内容 

① Micropeak-2010PRGM.exe(プログラムのインストーラー) 

② Micropeak-2010DATA.exe(データのインストーラー) 

③ micropeak.zip(プログラムフォルダを ZIP 圧縮したもの) 

④ MPdata.zip(データフォルダを ZIP 圧縮したもの) 

⑤ makebatfile.xls（起動用ファイル作成） 

⑥ Doc01_MICRO-PEAK/2010 マニュアル（マニュアル PDF ファイル） 

⑦ Doc02_入力画面説明（入力画面補完マニュアル PDF ファイル） 

⑧ reserve.zip(旧データ等が収納されているフォルダを ZIP 圧縮したもの) 

 

1.2 必要事項  

① インストールは Administrator 権限のあるアカウントで行うこと。 

② パソコンに Java JRE 6 以降のバージョンがインストールされていること。 

 

 

 

③ 必要なシステム構成 

 

 

 

 

 

1.3 プログラムとデータのインストール 

① CD-ROM を CD-ROM ドライブにセットしてください。 

② CD-ROM 内のプログラム『Micropeak-2010PRGM.exe』をダブルクリックすると、プログラ

ムのインストーラーが起動します。OSによっては ユーザーアカウント制御画面が表示

され、不明な発行元からのプログラムにこのコンピューターへの変更を許可しますかを

尋ねてきますので、「はい」と答えてください。 

③ インストールの初期画面が表示されますので、「次へ」ボタンを押してください。 

④ インストール先のフォルダを指定します。標準以外を選択すると、後でバッチファイル

の変更が生じることがありますので、なるべくデェフォルトフォルダを選択してくださ

い。 

⑤ 次にインストールの確認画面が表示されますので、「次に」を押してください。 

⑥ インストールフォルダが無い場合は、フォルダを作成するか聞いてきますので「はい」と

答えてください。 

⑦ これでプログラムのインストールは完了です。 

⑧ 続いて、データ『Micropeak-2010DATA.exe』についても Micropeak-2010PRGM.exe と同様

[Java 注 1)がインストールされていない場合] 

Oracle の ホ ー ム ペ ー ジ (http://java.sun.com/javase/ja/6/download.html 、 も し く は

http://www.java.com/ja/)から、Windows 用の Java をダウンロードして、パソコンにインストール

してください(インストール方法については各ホームページ参照)。但し、OSが64bitの場合でも32bit

版(標準版)をダウンロードしてください。

●OS：日本語Microsoft Windows® VISTA, Windows® 7, Windows® 8 注2) 

●ハードウェア：2コア以上のCPUを推奨 

●メモリー：2GB以上を推奨     ●ディスク容量：1GB以上の空き容量があるもの 

●ディスプレイ：1366×768以上の解像度で表示できるもの 

●その他：インストール時にCD-ROMドライブが必要 

注 1)Oracle と Java は、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。

注 2)Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 
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にインストールしてください。 

 

プログラム『Micropeak-2010PRGM.exe』     データ『Micropeak-2010DATA.exe』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.4 プログラムのフォルダ構成 

プログラムファイルはデェフォルト設定で、C:\Program Files の下の micropeak フォル

ダに格納されます。プログラムが収納されている micropeak フォルダには、以下のファイ

ルが含まれています。 

 

micropeak_2010.jar･････････メインプログラム 

ant.jar･･･････････････ 

jcommon-1.0.10.jar････   ライブラリファイル 

jfreechart-1.0.2.jar･･ 

 

1.5 データのフォルダ構成 

データファイルはデェフォルト設定で、ユーザーの Documents の下の MPdata フォルダに

以下のフォルダを作成して格納されます。 

 

d_data フォルダ････････････プログラム側で用意したデータの収納フォルダ 

image フォルダ･････････････画像データの収納フォルダ 

input_data フォルダ････････入力データを保存するフォルダ 

output_data フォルダ･･･････計算結果を保存するフォルダ 

wetather_daa フォルダ･･････気象データを収納するフォルダ 

work フォルダ･･････････････システム側で使用するフォルダ 

 

1.6 プログラムの起動 

プログラムの起動は『バッチファイル』で行います。以下のバッチファイルの作成方法の

手順に従って、起動用のバッチファイルを作成してください。 

① CD-ROM に含まれている makebatfile.xls をパソコンのハードディスクの任意のフォル

ダにコピーします。 
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② makebatfile.xls をダブルクリックして起動させます。  
（Excelのセキュリティのマクロが有効になっていない場合には、マクロを有効にするセキュリティ設定の変更を行

ってください。Excelの設定変更については、本紙4ページをご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ MPdata がインストールされている場所をフルパスで指定します。参照ボタンを押すと、

フォルダ参照画面が表示されますので、その画面から MPdata の場所を指定する事もでき

ます。 

④ Windows のバージョンを指定します。ここに表示されてないバージョンは適用対象外で

す。 

⑤ Java のバージョンを指定します。 

⑥ Excel のバージョンを指定します。ここに表示されてないバージョンは適用対象外です。

なお、OS が 64 ビットの場合でも Excel は 32 ビットのプログラムのものを使用してくだ

さい。64 ビットのプログラムですと、マクロが正常に動作しない場合があります。 

⑦ 全ての指定が終わりましたら、作成ボタンを押してください。makebatfile.xls と同じフ

ォルダに mp_batfile.bat が作成されます。 
※「JAVAが存在しませんが、バッチファイルは作成されます。」、「EXCELが存在しませんが、バッチファイルは作

成されます」等とメッセージが表示される場合があります。 

⑧ 作成した mp_batfile.bat をプログラムが収納されている『micropeak フォルダ』※の中

にコピーまたは移動し、ショートカットをデスクトップに作成してください。 
※micropeakフォルダは、デフォルト設定の場合、OSが64ビットではC:¥Program Files (x86)の下に、32ビットで

はC:¥Program Filesの下にあります。 

⑨ ショートカットをダブルクリックすると、MICRO-PEAK／2010 が起動します。 

  （参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[mp_batfile.bat 作成例] 

 
rem MicroPeak/2010 BatFile  
Path=%Path%;C:¥Program Files (x86)¥Java¥jre7¥bin 
set "INPUT_DATA=C:¥Users¥test¥Documents¥MPdata¥input_data“ 
set "PROGRAM_DATA=C:¥Users¥test¥Documents¥MPdata¥d_data“ 
set "IMAGE_DATA=C:¥Users¥test¥Documents¥MPdata¥image“ 
set "OUTPUT_DATA=C:¥Users¥test¥Documents¥MPdata¥output_data“ 
set "WEATHER_DATA=C:¥Users¥test¥Documents¥MPdata¥weather_data“ 
set "WORK=C:¥Users¥test¥Documents¥MPdata¥work“ 
set "MP_DATA=C:¥Users¥test¥Documents¥MPdata“ 
set "EXCEL_PRG=C:¥Program Files (x86)¥Microsoft Office¥Office12“ 
java -Xms512m -Xmx512m -cp micropeak_2010.jar;ant.jar;jcommon-  
 1.0.10.jar;jfreechart-1.0.2.jar;“C:¥ProgramFiles¥micropeak” 
 new_micropeak.Input_main  
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1.7 インストールフォルダの変更 

データのインストールフォルダを変更した場合には、バッチファイルの環境変数の書き換

えが必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         の部分を変更したフォルダに合わせて、フルパスで書換えてください。 

 

1.8 アンインストール 

アンインストールは、コントロールパネルのプログラムの追加と削除、OS によってはプロ

グラムと機能から行ってください。インストール以降に作成されたデータや出力が削除され

ない場合がありますので、その時は個々にファイル削除して対応してください。 

 

1.9 特記事項 

① 本プログラムの一部又は全部を無断で複製配布することは法律で禁止されています。 

② 弊協会は、本プログラムによって生じた逸失利益等の損害について、一切責任は負わない

ものとします。 

 

1.10  Excel のマクロを有効にするためのセキュリティ設定変更 

バッチファイル作成ツール、室データ入力支援ツール及び簡易系統集計ツールは、Excel の

マクロを使用しています。そのため、それら Excel のプログラムを動かすには、Excel のマ

クロを有効にする必要があります。ここでは、Excel 2010 を例にマクロを有効にする手順を

説明します。Excel 等のマクロを用いたコンピュータウィルスも存在しますので、これら支

援ツールを使用する時以外は、セキュリティの設定をマクロの設定を無効にするに戻すなど

の対策をお願いいたします。 
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① [Excel のオプション]を選択        ② [セキュリティセンター]を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ [セキュリティセンターの設定]を選択    ④ [マクロの設定]を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「すべてのマクロを有効にする」にチェックし、[OK]をクリック 
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２．パスワードの入手 

2.1 パスワードによる起動 

購入後１か月間はパスワード無しで使用することができますが、この期間を過ぎますとパ

スワードが必要になりますので、早めにパスワードを入手してください。 

① プログラムを起動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② パスワードの入力画面に ID 番号が表示されます。ID 番号をメモしてから、中止ボタンを

押してプログラムを終了させてください。 

③ ID 番号を（一社）建築設備技術者協会まで、電子メール（info@jabmee.or.jp）でご連絡

ください。追ってパスワードをメールにて御返送いたします。 

④ パスワードを入手したら、プログラムを再度起動し、パスワード欄にパスワードを入力し、

パスワードを保存するにチェックをしてください。 

⑤ 最後に確認ボタンを押してください。 

⑥ パスワードが一致していないと下図に示す警告が出ますので、了解ボタンを押して再度パ

スワードを入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ パスワードの有効期限は、その年の 1月 1日から 12 月 31 日までです。パスワードの期限

切れが近づきましたら、建築設備技術者協会から新しいパスワードを送付させていただき

ます。 

⑧ パスワードは、ID を送付したパソコンにだけ有効です。他のパソコンでは使用できませ

ん。 
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2.2 USB メモリーによる起動（オプション対応） 

通常のプログラム起動は、パスワード入力によるプロテクト方式を採用しておりますが、

オプション対応としてハードウェア方式（USB メモリー）による起動が対応可能です。

MICRO-PEAK／2010 のプログラムがインストールされているパソコンであれば、USB メモリ

を使って起動できます。 

   

・USB メモリーを使った起動 １ライセンス（USB メモリ１個）に付き、3,000 円（税込） 

 

① 配布された USB メモリーをパソコンに接続します。 

 

② MICRO-PEAK／2010 を立ち上げます。 

 

③ 下記の画面が表示されますので、USB メモリーが接続されたドライブをアルファベ

ット 1 文字で入力します。既存版をアンインストールした直後の起動の場合、ドライ

ブの入力欄にパスワードが表示される事がありますので、その場合には、入力欄のパ

スワードを消去してからドライブの入力をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 入力が終了したら確認ボタンを押します。 

 

⑤ 配布された USB メモリーと違う場合、及びドライブが間違っていた場合には、以下

のメッセージが出力されますので、再入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 正しく入力された場合には、建物・気象データ入力画面が表示されます。 

⑦ 使用終了後には、タスクバーの右端の通知領域にある「ハードウェアの安全な取り外

し」を用いて、USB メモリーを取り出してください。 
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３．入力画面 

  （別冊「入力画面説明」も御参考ください。） 

 

 

3.1 建物・気象データ入力画面 

プログラムが起動すると、この画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年月日、担当者を入力してから登録ボタンを押します。 

一度登録すると画面上からは削除することができません。 

入力メニューから、入力画面が選択できます。

都道府県リストの中から計算する都道府県を

クリックし色を変えてから選択ボタンを押す

と、その都道府県地域名が表示されます。 

計算に用いる気象データを選択します。 

この画面の入力が終了したら、決定ボタンを押

してファイルに書き込んでください。 
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3.2 方位・壁体入力画面 

建物・気象データ入力画面下部の入力メニューから方位・壁体入力ボタンを押すか、メニ

ューバーの[入力]から方位・壁体を選択すると、この画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[方位指標データ] 

1) 登録・・・登録する行のデータをクリックして行の色を反転させて、登録ボタンを押すと

リストに追加されます。 

2) 採用・・・表に空きがある場合、リストの指標をクリックして色を変えてから採用ボタン

を押すと、表に追加されます。 

3) 削除・・・リストの指標をクリックして色を変えてから削ボタンを押すと、リストから削

除されます。 

[方位指標データグループ] 

1) 登録・・・登録ボタンを押すと、登録する名称を聞いてきます。入力すると表にある全て

の方位指標が入力した名前でリストに追加されます。 

2) 採用・・・リストの名称指定をして採用ボタンを押すと、表に全ての指標が追加されます。 

3) 削除・・・リストの指標をクリックして色を変えてから削ボタンを押します。 

[壁体データの入力方法] 

1) 新規・・・壁体指標と種別を入力し、新規ボタンを押します。次に材料リストの部材をク

リックして採用ボタンを押すと、材料名が表示されますので厚みを入力してく

ださい。この作業を材料の数だけ繰り返し、終了後決定ボタンを押すと、熱貫

流率表示後に登録されます。挿、削ボタンで材料の挿入削除、逆ボタンで材料

の順序が逆転します。 

2) 修正・・・壁体指標の欄から修正する指標を選択し、終了後決定ボタンを押します。 

3) コピー・・壁体指標の欄からコピーする指標を選択後、コピーボタンを押します。 

4) 削除・・・壁体指標の欄から削除する指標を選択後、削除ボタンを押します。 

 

方位入力後に決定ボタンを

押して、ファイルに書き込

んでください。 

削除する行をクリックして

色を反転させてから削ボタ

ンを押します。 
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3.3 内部発熱スケジュール入力画面 

建物・気象データ入力画面下部の入力メニューから内部発熱スケジュールボタンを押すか、

メニューバーの[入力]から内部発熱スケジュールを選択すると、この画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 データ、データグループの入力は方位指標の入力に準じます。 

 

3.4 ピーク運転スケジュール入力画面 

建物・気象データ入力画面下部の入力メニューからピーク運転スケジュールボタンを押す

か、メニューバーの[入力]からピーク計算運転スケジュールを選択すると、この画面が表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日運転スケジュールの新規・修正・削除は壁体入力の同項目に準じます。また、週運転ス

ケジュールはセルに選択する指標が表示されますので、その中から選択してください。 

入力後は必ず決定ボタンを

押してファイルに出力させ

てください。 

表の指標をクリックして反

転させてからグラフ描画ボ

タンを押してください。 

表に表示されているスケジ

ュールのグラフ描画するこ

とができます。 
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3.5 年間計算運転スケジュール入力画面 

建物・気象データ入力画面下部の入力メニューから年間運転スケジュールボタンを押すか、

メニューバーの[入力]から年間計算運転スケジュールを選択すると、この画面が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日運転スケジュールの新規・修正・削除は壁体入力の同項目に準じます。 

データ、データグループの入力は方位指標の入力に準じます。 

 

3.6 室データ入力画面 

建物・気象データ入力画面下部の入力メニューから室データ入力ボタンを押すか、メニュ

ーバーの[入力]から室データを選択すると、この画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期別スケジュールと月別ス

ケジュールを同時に描画し

ます。 
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[室データの入力方法] 

1) 新規・・・室指標を入力し、新規ボタンを押します。 

2) 修正・・・室指標を▼を押して候補の中から選択します。選択すると、その室指標の内容

が表示されますので修正してください。 

3) コピー・・コピー元の室指標を入力するか、室指標リストで室指標の色を変えてからコピ

ーボタン押します。この場合も、室指標の入力を優先しています。コピー先を

尋ねるボックスが表示されますので、入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

4) 削除・・・削除する室指標を入力するか、室指標リストで室指標を変えてから削除ボタン

押します。この場合も、室指標の入力が優先されます。 

             確認メッセージが表示されます。 

 

[各データの入力方法] 

① 外壁指標、方位指標等の入力済みデータは選択セルにより候補の中から選択します。 

② 窓部材は窓リスト分類を指定してからリスト内ガラスを左クリックして選択します。 

③ 隙間風のスケジュールが無入力の場合は随時隙間風があるものとして計算されます。 

④ 室間換気のスケジュールが無入力の場合は、室間換気は運転開始から終了までとして計算

されます。 

⑤ 削除ボタンにより、クリックで色が付いた行を削除することが出来ます。 

⑥ 次の室の入力がある場合には、次室入力ボタンを押してください。 

⑦ メニューに戻る建物・気象データ入力画面に戻ります。 

⑧ 入力済みの室は室指標リストに表示されます。 

 

指定したコピー元が表示さ

れています 
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3.7 入力の簡素化 

1) スケジュールの時刻入力 

通常、スケジュールの時刻入力はデジタルの時刻表示のように 12:00 と入力しますが、

４桁(3 桁)の数字で入力しても、決定ボタンを押すことで 1200 が 12:00 に修正されます。

そのため、わざわざ「:」を入力する必要がありません。 

また、時刻を 2 桁(1 桁)で入力した場合は、その後に「:00」が追加され、例えば 12 は 12:00

に修正されます。 

 

 

 

 

 

               ↓↓↓   決定ボタンを押す 

 

 

 

 

 

2) 週間スケジュールの入力 

週間スケジュールは、日スケジュールが変わる初日だけ入力すれば、決定ボタンを押すこ

とにより、その後に続く日にはそのスケジュールがコピーされます。 

 

 

 

 

               ↓↓↓   決定ボタンを押す 

 

 

 

 

 

3) 室入力画面における、室リストからの修正時室指標の選択 

室数が多くなってくると、修正時に左上の室指標の▼からの室指標の選択が選び難くなる

場合があります。その時は右下の室指標リストの文字を左クリックして、リスト内の色が緑

色に変化させます。この状態でリスト内の室指標を左クリックしてから左上の修正ボタンを

押すと、室指標の内容が表示されます。 
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3.8 スケジュールにおける時刻の定義 

 

[運転開始時刻] 

この時刻は含まれず、15 分後の時刻から運転が開始されます。 

[予熱終了時刻] 

この時刻まで予熱を行います。そのため、設定温度になるのは、予熱終了時刻の 15 分後

になります。 

[運転終了時刻] 

この時刻まで運転を行い、設定温度を保ちます。 

[外気導入開始] 

この時刻は含まれず、15 分後の時刻から外気が導入されます。 

[外気導入終了] 

この時刻まで外気を導入します。 

[内部発熱の時刻] 

この時刻は含まれず、15 分後の時刻から、発熱率が考慮されます。 

 

3.9 室データ入力支援ツール操作説明 

 
[操作方法] 

１．建物データ、気象データ、方位データ、壁体データ、スケジュールデータを

Micro-Peak/2010 プログラムの入力画面で行った後、室データの入力用に使用します。 

２．建物気象データ入力の上部メニューバーの入力から、EXCEL 室入力支援を選択すると、

エクセルの室入力支援が起動します。 

３．１部屋縦１列の入力で、横は外壁等の入力項目で、１度に入力できる室数は 10 室までで

す。 

４．初期設定ボタンを押すと、既入力の方位データ等がコンボボックス(項目選択入力欄)等

にセットされます。 

５．新規に入力する場合は、外壁から順番に入力してください。入力できる各項目の最大数

は以下の通りです。 

①外壁 5 種類 ⑥人体 1 種類 

②内壁 6 種類 ⑦ｺﾝｾﾝﾄ 1 種類 

③窓 5 種類 ⑧機器 2 種類 

④隙間風 4 種類 ⑨換気 4 種類 

⑤照明 2 種類 ⑩異型材 3 種類 

項目に、これ以上の数がある場合の入力は、Micro-Peak/2010 プログラムの室入力画面

での対応になります。 

６．室データを修正する場合は、室指標の選択肢の中から既存データの室指標を選んで、室

データ読込ボタンを押すと、その室のデータが表示されますので、データを修正してく

ださい。 



15 
 

７．室指標の名前を書き変えることで室データのコピーもできます。 

８．室のデータの入力が終了したら、室データ書込ボタンを押してください。 

９．エクセルのシートの設定とプログラム本体側の入力項目数の設定異なる場合には、シー

トの設定に合わせるか否か聞いてきますので、「はい」「いいえ」のどちらかを選択して

ください。通常は、エクセルのシートの設定の数の方が大きい場合は、「いいえ」、小さ

い場合には「はい」を選択します。 

10．室データの修正では、シートより設定項目数の多い場合には、超過した分のデータは消

去されます。 

11．エラーと思われるデータがある場合は、セルが赤く塗り潰されます。 

12．10 室以上入力する場合は、10 室の書込み操作を行ってから、再度初期設定ボタンを押し

てシートをクリアし、室データを入力することで、10 室以上の入力ができます。 

 

 

注)パソコンの性能によって、プログラムの読込時、初期値設定時に時間を要することがあ

ります。 
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室データ入力支援ツール(1/1) 

位置 項 目 内    容 備   考 

① 初期値設定ボタン 1)データをクリアします。 

2)デフォルト値をセットします。 

3)方位、壁体、スケジュールデータをコンボボックス 

(項目選択入力欄)にセットします。 

② 室データ読込ボタン 室指標の室データを読込んで、データを表示します。 修正時に使用 

③ 室データ書込ボタン 1)室指標が重複しているかチェックします。 

2)入力データのエラーチェックを行い、エラーが有ればセル 

を赤く塗りつぶします。 

3)各項目の入力数を、 プログラム本体側の入力項目数の 

設定と比較し、異なる場合はメッセージを表示します。 
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3.10 簡易系統集計ツール操作説明 

 

[操作説明] 

1) 系統指標名の入力します。 

2) 冷房・暖房の種別を選択しますと、気象データにそれらの気象データの候補がセットされ

ます。 

3) 候補の中から、計算を行った気象データを指定してください。 

4) 集計倍率を入力してください。デフォルト値として 1が入っています。基準階を階数分集

計する時に利用してください。 

5) 候補室指標抽出ボタンを押すと、候補室指標欄に上記気象データで計算した室指標が表示

されます。 

6) 候補室指標の中から、集計する室指標を集計室指標欄にコピー&ペーストしてください。 

7) 集計時に冷暖房負荷の総裁をしないにチェックを入れるか否かにより、顕熱除去熱量、潜

熱除去熱量を、冷暖房負荷集計時に相殺して集計するか選択することができます。 

 (例えば、暖房負荷の集計で上記項目が冷房負荷の室があれば、その室の負荷は 0として集

計します) 

8) 集計開始ボタンを押すと、計算結果が集計され、集計結果シートに表示されると共に CSV

ファイルに出力されます。また、集計の元になった室指標も CSV ファイルとして出力され

ます。 
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簡易系統集計ツール入力説明(1/1) 

位

置 
項 目 内    容 備 考 

① 系統指標名 系統指標を入力   

      

② 冷暖房種別 冷房、暖房、年間を選択   

      

③ 気象データ 指定した冷暖房種別で計算可能な気象データを選択   

      

④ 集計倍率 基準階の階数分集計時等に利用。デフォルトは 1   

      

⑤ 候補室指標抽出ボタン ①～④を入力後にこのボタンを押すと、候補室指標欄に   

  ③の気象データで計算した室指標を表示   

      

⑥ 集計開始ボタン 計算結果が集計され、集計結果シートに表示されると共に   

  CSV ファイルを出力   

      

⑦ 相殺チェックボックス 顕熱除去熱量、潜熱除去熱量を、冷暖房負荷集計時に   

  相殺して集計するかの指定   
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４．メニューバー 

 

ファイル 新規 新しく計算を始める場合に選択します。画面に表示されているデータは

削除されます。 
 開く 保存されているデータを読込みます。

 保存 入力されているデータを保存します。但し、継続して、入力、計算を行

う場合は、次回起動時に、データは自動読込になります。 

 終了 プログラムを終了します。

 

入力 方位・壁体 入力画面を表示します。 

 内部発熱ｽｹｼﾞｭｰﾙ 入力画面を表示します。 

 ﾋﾟｰｸ計算運転ｽｹｼﾞｭｰﾙ 入力画面を表示します。 

 年間計算運転ｽｹｼﾞｭｰﾙ 入力画面を表示します。 

 室データ 入力画面を表示します。 

 入力データの印刷 入力データを印刷します。 

 

実行 計算 空調負荷計算を行います。 

 計算結果の印刷 計算結果をプリンターに出力します。 

 計算結果のグラフ 計算結果をグラフ表示します。 
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修正・設定 一括仕様変換 外壁材料と窓ガラスの種類を一括で変更することができます。 

 壁体材料 壁体材料を追加・修正できます。 

 窓ガラス 窓ガラスの種類を追加・修正できます。 

 入力項目数設定 外壁や窓ガラス等の入力数を変更することができます。 

 

バージョン Ver ○○ マイクロピークのバージョンを表示します。 

 

 
4.1 ファイル操作 

 

 [新規]  

①新しく入力する場合に選択します。 

 

 [開く]           

①保存してあるファイルを開く時に 

指定します。 

 ②選択画面が表示されますので、 

データを保存したディレクトリ 

（フォルダ）を指定してください。 

例）MPdata フォルダ内に「77 ビル新築工事」というフォルダ名で保存したデータを開く場合、

フォルダ「77 ビル新築工事」を指定して、開きます。 

 

 [保存] 

 ①保存するディレクトリ（フォルダ） 

を指定します（ディレクトリの区切り

のバックスラッシュには\を使用して

ください。）。 

 ②直前に終了したデータは保存していな

くても、次回起動時に自動的に読み込

まれます。 
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例）MPdata フォルダ内に「77 ビル新築工事」というフォルダ名で保存する場合、フォルダ「77

ビル新築工事」を作成して、保存します。フォルダを作成すると、そのフォルダの直下に

自動的に「input_data」フォルダおよび「output_data」フォルダが作成されます。 

 

 [終了] 

 ①データを保存して終了するか否かを聞いてきます。 

 ②保存する場合は「はい」を指定してください。 

 

4.2 入力データの印刷 

 

[入力手順] 

① 印刷するデータ項目は各入力

画面に対応しております。印刷

する項目のチェックボックス

をクリックしてチェック印を

表示させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

② 「室データ」は、既入力室指標リストに表示されている指標を左クリックして、印刷指定室

指標に移動させます。全選択ボタンを押すと、全ての室指標が印刷指定室指標に移動します。

また、クリアボタンでは、印刷指定室指標にある 

全ての室指標を削除することができます。 

なお、印刷指定室リスト内の指標を左クリック 

すると、クリックした指標だけが削除されます。 

③ 刷指定が終わりましたら、印刷開始ボタンを 

押してください。 

④ 刷画面が表示されますので OK を押してください。 

≪注意≫ 

MPdata 直下にあるデフォルトの「input_data」フォルダおよび「output_data」フォルダは、次

回起動時に読込まれ画面に表示させるために保存するための一時フォルダです。編集しているデー

タをその度保存する手間を省くために設けられいてる機能です。 

入出力したデータを保存する場合には、上記の保存の手順に従って、プロジェクト名等のフォル

ダを作成した上で、保存してください。 
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入力データの出力例 
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4.3 計算結果の印刷 

 

 

[入力手順] 

① 「気象データの選択」では、計算に用いた気象データがリストに表示されますので、その

中から、マウスを右クリックして選択してください。 

② 「印刷する室の選択」では、室指標リストに室指標が表示されていますので、室指標をマ

ウスで左クリックして、室指標を印刷指定室指標に移動させてください。全選択ボタンを

押すと、全ての室指標が印刷指定室指標に移動します。また、クリアボタンでは、印刷指

定室指標にある全ての室指標を削除することができます。 

③ 「表示グラフの選択」では、グラフ表示する項目を 

選択します。選択は他と同じように、マウスを左ク 

リックして項目を選択します。3項目まで選択する 

事ができます。 

④ 全ての選択が終わりましたら、印刷開始ボタンを押 

してください。 

⑤ 印刷画面が表示されますので OK を押してください。 
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計算結果の出力例 
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4.4 計算結果のグラフ 

 

 

[入力手順] 

①「名称」はデェフォルトが表示されます。表示するグラフの名称に変更してください。 

②「表示期間」は 1)1 週間、2)１日(月曜日)から選択してください。 

③「室指標の指定」では、指標選択リストの枠内に室名が表示されていますので、室指標をマウ

スで左クリックして、室指標を上部にある室指標欄に移動させてください。 

④「気象データの指定」では、自動的に計算に用いた気象データがリストに表示されますので、

その中から、マウスで選択してください。 

⑤「表示項目の指定」では、表示できる項目がリストに表示されますので、その中から、マウス

で選択してください。 

⑥全ての設定が終わりましたら、グラフ表示ボタンを押してください。グラフが表示されます。 

⑦グラフ表示が終了しましたら、終了ボタンを押してください。この入力画面が消去されます。 

[制限事項] 

①室指標の数×気象データの数×表示項目の数≦８ までしか表示できません。この数を超えた

場合は警告メッセージが表示されます。 
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[表示グラフ] 

 

[グラフ表示画面の操作] 

①ここで表示されているグラフを右クリックすると、メニューが表示されますので、メニューに

従って操作すれば、グラフの保存、印刷、表示範囲の変更等ができます。(下図参照) 

②表示されているグラフの１部を拡大したい場合は、拡大する部分の左上でマウスの左ボタンを

押し、そのまま拡大したい部分の右下でマウスの左ボタンを離せば、その部分が拡大されます。 

 注)この操作は Jfreechart のグラフの特性を用いたものです。 
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4.5 一括仕様変換 

[入力手順] 

① メニューバーの修正・設定から一括仕様変換を選択する。 

② 一括仕様変換画面が表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 外壁の仕様を変更する場合は、変更する外壁名、方位指標、外壁指標、変更後の外壁名、方

位指標、外壁指標を入力してから、一括変換ボタンを押してください。外壁名を空白にします

と、全ての外壁名が変換対象になります。 

④ 窓データの仕様変更も外壁と同様に行いますが、窓部材の入力は窓種別を選択し、ボックス

に表示された窓部材を左クリックすると、窓部材欄にクリックした窓部材が表示されます。 

⑤ 外壁と窓部材の仕様変更は同時に行えます。 

⑥ 仕様変更が終わりましたら、終了ボタンを押して画面を閉じてください。 
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4.6 壁体材料の特性値 

[入力手順] 

① メニューバーの修正・設定から壁体材料を選択する。 

② 壁体材料特性値編集画面が表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 材料番号 1～70 番までは、既定値なので値の変更はできません。新規登録できるのは 71～150

番までです。 

④ 容積比熱(cp)に 0 が入力された場合は、壁体データ作成時に材料厚を入力しなくても計算が

行えます。 

⑤ 特性値の入力が終了したら、登録ボタンを押してください。ファイルに登録されます。また、

クリアボタンでは、マウスで指定した行の内容を消去することが出来ます。 
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4.7 窓ガラス材料の特性値 

[入力手順] 

① メニューバーの修正・設定から窓ガラスを選択する。 

② 窓ガラス材料特性値編集画面が表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 種別分類は、単板ガラス、複層ガラス、複層ブラインド内蔵、AFW、USER の５種類です。種

別を選択しますと、それらに登録されている窓ガラスの特性値が表示されます。 

 1)単板ガラス 

特性値の確認ができます。この画面の特性値は変更できません。 

 2)複層ガラス 

特性値の確認ができます。この画面の特性値は変更できません。 

 3)複層ブラインド内蔵 

特性値の確認ができます。この画面の特性値は変更できません。 

 4)エアフローウィンドウ (AFW) 

画面右上の入力欄で窓通気量を選択してください。通気量は、窓 1m2 あたりの風量、単位

は lit/m2･sec です。通気量を指定しますと、画面の特性値が補正されます。計算には、この

補正された特性値が用いられますので、窓にエアフローウィンドウを選択した場合は、必ず

この画面で風量を指定してください。 

 5)ユーザー設定(USER) 

この分類を指定することにより、新たに窓ガラスの特性値を登録することができます。 

 特性値の入力が終了したら、登録ボタンを押してください。ファイルに登録されます。また、

クリアボタンでは、マウスで指定した行の内容を消去することが出来ます。なお、登録できる

数は、No.900～999 までの 100 種類です。 
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4.8 入力項目数の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[入力手順] 

① 各入力画面のデータ入力数を設定する画面です。例えば、方位指標データ入力数を 8に修

正すれば 8方位の入力が可能になります。 

② 入力数を修正後に登録ボタンを押すと、各入力画面の設定が変更されます。 

③ 設定値をデフォルト値に戻す場合には、デフォルトボタンを押してください。 

④ 終了ボタンを押すと、この画面が消去されます。 

[制限事項] 

・方位指標データ入力数   5～20       ・壁体データ層数入力数 14～30 

・日間スケジュール入力数  5～20        ・週間スケジュール入力数 5～20 

・日間スケジュール項目数 14～20 

・週間スケジュール入力数  5～20 (ピーク計算) 

・外壁データ入力数        4～20       ・内壁データ入力数  4～20 

・窓データ入力数          4～20       ・隙間風データ入力数 4～20 

・照明データ入力数         2～5        ・人体発熱データ入力数 1～3 

・コンセント入力数        1～3        ・機器発熱データ入力数 2～5 

・異形材データ入力数      3～10       ・室間換気データ入力数 4～10 
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５．入力・計算フロー 

 

5.1 新規データ入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム起動 

パスワード入力 

建物・気象データ入力画面表示

作業中のファイル消去⇒はい メニューバー⇒ファイル⇒新規 を選択 

建物・気象データ入力

⇔

・方位・壁体データ入力 

・内部発熱スケジュール入力 

・ピーク運転スケジュール入力 

・年間運転スケジュール入力 

作業中のファイルを保存
する場合は「いいえ」を選
択し、データを保存してか
ら、再度新規を選択してく
ださい 

⇔

⇔

各データ入力後に決定ボタン 

データ入力後に決定ボタン 

室データの入力 

計算実行へ 

入力終了 ⇔
入力データの印刷 

室数分

入力データの保存 
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5.2 データ修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム起動 

パスワード入力 

建物・気象データ入力画面表示

作業中のファイル消去⇒はい メニューバー⇒ファイル⇒開く を選択 ⇔

作業中のファイルを
使用する場合は、この
項目はパスする。 

建物・気象データ修正 

内部発熱ｽｹｼﾞｭｰﾙ入力 

方位・壁体データ入力 室データの入力 ﾋﾟｰｸ運転ｽｹｼﾞｭｰﾙ入力 

年間運転ｽｹｼﾞｭｰﾙ入力 

修正終了 ⇔
データの保存 

入力データの印刷 

計算実行へ
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5.3 計算実行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物・気象データ入力画面 

メニューバー⇒実行⇒計算 を選択 

データ入力・修正

計算終了 

メニューバーの実行より選択 

・計算結果のグラフ 

・計算結果の印刷 

メニューバーのファイル⇒終了

データの修正 
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６．気象データ 

6.1 気象データの概要 

 MICRO-PEAK/2010 には、以下の気象データが用意されている。 

1)冷房設計用 

①エンタルピ － 気温(h－t)基準データ 

エンタルピの危険率 0.5，1，2％の３種類 

②円柱面日射量 － 気温(Jc－t)基準データ 

７，８月の気象から作成可能な最も厳しい危険率 

③円柱南面日射量 一 気温(Js－t)基準データ 

９月(北緯 29゜以南の南方地方は 10 月)の気象から作成可能な最も厳しい危険率 

 2)暖房設計用 

  ①気温 － 絶対湿度(t－x)基準データ 

気温の危険率 0.5，1，2％の３種類 

②気温 － 水平面日射量(t－Jh)基準データ 

気温の危険率 0.5，1，2％の３種類 

 3)年間計算用(各月の代表日) 

  ①１か月間の各時刻の単純平均値(風向を除く) 

 

 その他に、冷房設計用、暖房設計用については、ユーザーが作成した気象データをプログラム

に組込むことができる。 

 

6.2 気象データの特徴  1) 

[冷房設計用 h－t基準データ] 

 本データは，外気導入を行うインテリアゾーン空調機のようにエンタルピと気温の影響

を強く受ける装置に適するように作成された。エンタルピ，気温が厳しく，天空日射量が

比較的大きい。このため北ゾーンのペリメータ機器にも適している。日平均気温の危険率

は，第１指標である日平均エンタルピの危険率より厳しい場合が多い。日積算日射量の危

険率は，北面の危険率が 5％程度，水平面，西面，東面が 10％程度，南面が 15％程度で

あることが多い。外気導入を行う南ゾーン空調機や熱源装置などにも適する可能性がある。 

[冷房設計用 Jc－t 基準データ] 

 本データは，西，東ゾーンファンコイルユニットのように西，東面日射の影響を強く受

ける装置，あるいは熱源装置などで建物外周面全体に当たる日射の影響を強く受けるケー

スに適するように作成された。水平面，西面，東面日射量が強く，気温も厳しい。日積算

日射量の危険率は，円柱面が 1％程度，水平，西，東面が 2～3％，北面が 10～15％程度，

南面が 5～15％程度であることが多く，日平均気温の危険率は 1％程度，日平均エンタル

ピの危険率は 5％程度であることが多い。ただし，南方地方は危険率を求める際のランキ

ング期間が他の地域と異なるため，南面日積算日射量の危険率は 20～30％と大きい。本

データは，ほかに角の小部屋の空調機，外調機を併用する空調機，熱源機器などに適する

可能性がある。 

1)拡張アメダス気象データ 1981-2000 赤坂他 PDF 版解説書より抜粋・引用 
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[冷房設計用 Js－t 基準データ] 

 本データは，南ゾーンの設計用気象データである。北緯 29゜以北の一般地方は９月，

北緯 29゜以南の南方地方は 10 月の南面日射の強いデータである。秋に近い時期のデータ

であるため気温，エンタルピは h－t 基準，Jc－t 基準より低い。日積算南面日射量の危

険率は 0.5％程度である。日平均気温，日平均エンタルピの危険率は，それぞれ 10～20％，

15～25％(南方地方はともに 30％程度)であることが多い。 

[暖房設計用 t－x基準データ] 

 本データは，外気負荷と蓄熱負荷を処理する空調機のようにエンタルピと気温の影響を

強く受ける装置に適するように作成された。気温および絶対湿度，エンタルピが厳しく，

t－Jh 基準データに比べて気温の日較差が大きく，ある程度の日射量がある。ほとんどの

地点で，日平均エンタルピの危険率は，第１指標である日平均気温の危険率よりやや小さ

く厳しい。日平均絶対湿度の危険率は 1％以下，水平面日積算日射量の危険率(日射量の

少ない順に対する値)は 20～30％であることが多い。ほかに熱源装置に適する可能性があ

る。 

[暖房設計用 t－Jh 基準データ] 

 本データは，ファンコイルユニットのように気温の低い曇天日に負荷が大きくなる装置

に適するように作成された。気温は厳しいが湿度はやや高めで日射量は小さい。日最高気

温が低くその危険率は，ほとんどの地点で，第１指標である日平均気温の危険率より厳し

い。日平均気温の危険率に対し，日平均エンタルピの危険率はやや大きい。第１指標危険

率 1，2％の場合，水平面日積算日射量の危険率は 5％程度であるのに対し，第１指標危険

率 0.5％の設計用気象データは，全国的に日射量が少し大きく，水平面日積算日射量の危

険率は 10％程度であることが多い。これは，第１指標危険率 1，2％の場合と過酷気象日

の選定法が若干異なるためである。従って，第１指標危険率 0.5％の設計用気象データの

方が 1，2％の場合より小さな負荷が算出されるケースがある。本データが適すると考え

られる空調装置は，ペリメータ機器，熱源装置などである。 

 

6.3 計算における注意事項 1) 

①複数のタイプの設計用気象データを用いて最大負荷計算を行い，最も大きな値を採用する

方法が望ましい。 

②暖房設計用 t－Jh 基準の危険率 0.5％データの日射量は，危険率 1，2％データより一般に

値が大きい。そのため，場合によっては，危険率 1，2％のデータを用いたときより最大負

荷値が小さくなることがある。t－Jh 基準データの危険率 0.5％データを用いるときは，危

険率 1％データも同時に用いると安全といえる。 

③本設計用気象データは，現実的な気象であるという特徴をもつ代わりに，従来の設計用気

象データに比べて厳しいわけではない。使用に当たっては，気象以外の計算条件も現実的

な条件に設定し，これまで危険側条件に仮定されていた部分は，条件を見直すなどの対応

をすることが重要である。以下に，コンピュータ利用の非定常最大負荷計算を行う場合の

条件設定の注意事項を述べる。 
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1)冷房設計計算での注意 

  (a)地物反射日射 

 負荷計算プログラム内で水平面日射量の 15～20％を地物反射日射量として考慮するの

が通例である。これを確実に行い窓面への影響を考慮する。 

  (b)休日の影響 

 暖房設計計算と同様に，実際の予熱時間に近い条件設定を行う。確実に週休２日運転が

行われるケースに対しては，予冷時間帯に最大負荷が発生する装置の最大負荷を便宜的に

１割程度割り増して装置容量を決定する，あるいは休日明けの予冷時間を延ばすなどの対

応をとると安全である。週休２日を仮定する週周期定常計算を行えば確実に安全側負荷が

得られる。 

  (c)ブラインドの開閉操作の仮定 

 北面以外は常時ブラインドを閉めて使用されることが多いものの，常にそうとも限らな

い。特に南面は，秋にはブラインドを閉める必要があっても夏には閉める必要のないこと

が多く，ブラインドを使用しない夏に最大負荷が発生することもあり得る。日射状況によ

りブラインド開閉操作を行う条件設定とすることが望ましい。 

2)暖房設計計算での注意 

 (a)休日の影響と予熱時間 

 日周期定常最大負荷計算では，過酷な気象の日が連続すると仮定され，この点は負荷を

大きく見積もる方向に作用するものの，休日明けの蓄熱負荷の増大を考慮することはでき

ない。従来，厳しすぎる暖房設計用気象データの影響を修正するために計算上予熱時間を

実際より長く設定することもあったが，本データを使用する場合は，実際の予熱時間に近

い条件を設定する。また確実に週休２日運転が行われるケースに対しては，予熱時に最大

負荷が発生する装置の最大負荷を，便宜的に１割程度割り増して装置容量を選定する，あ

るいは実際の運転にあたり，休日明けのみ予熱時間を延ばすなどの対応をとると安全であ

る。週休２日を仮定する週周期定常計算を行えば確実に安全側負荷が得られるが，過大値

になる恐れもある。 

 (b)隣棟などの影響 

 設計計算では，屋外にある日射遮蔽物を無視することがある。直達日射がなく天空日射

量も小さく仮定される従来の設計用気象データでは支障はなくても，現実的な日射を仮定

する本設計用気象デー夕の場合は，危険側の最大負荷が得られる恐れがある。最大負荷発

生時刻に隣棟などの影響で窓の大部分が影になると予想される場合は，日射遮蔽物を無視

する代わりに北方位を仮定するなどの方法をとると安全である。 

 

 

6.4  ユーザー設定気象データの作成方法 

 USER 設定用気象データは以下の書式で作成してください。 

 1)気象データの書式 

[１行目] 地点情報 

  1～ 4 文字目 地域番号 1～842 
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 69～71 文字目 緯度(度) 

 72～74 文字目 緯度(分) 

 75～77 文字目 経度(度) 

 78～80 文字目 経度(分) 

[２行目] 気温データ 

  1～24 時のデータを 3文字ごと。換算式 (XXX-500)/10  単位 ℃(換算後) 

[３行目] 絶対湿度データ 

  1～24 時のデータを 3文字ごと。換算式 XXX/10     単位 g/kg’ (換算後) 

[４行目] 法線面直達日射量データ 

  1～24 時のデータを 3文字ごと。換算式 XXX/100     単位 MJ/m2h(換算後) 

[５行目] 水平面天空日射量データ 

  1～24 時のデータを 3文字ごと。換算式 XXX/100     単位 MJ/m2h(換算後) 

[６行目] 水平面夜間放射量データ 

  1～24 時のデータを 3文字ごと。換算式 XXX/100     単位 MJ/m2h(換算後) 

[７行目] 風向データ 

  1～24 時のデータを 3文字ごと。 0:無風  1:NNE  2:NE  3:ENE  4:E ････16:N 

[８行目] 風速データ 

  1～24 時のデータを 3文字ごと。換算式 XXX/10     単位 m/s (換算後) 

 

2)気象データの登録方法 

 MICRO-PEAK/2010 のデータフォルダ(MPdata)の下にある以下のフォルダに作成した気象デー

タを置いて下さい。 

\MPdata\weather_data\user 

ファイル名は、冷房計算用データは地点番号 3 桁+cusr.wea、暖房計算用データは地点番号 3

桁+husr.wea です。 

例えば、地点番号 1の宗谷岬の冷房計算用データは 001cusr.wea  になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「拡張アメダス気象データ」に関する質問は、下記までお願いします。 

（株）気象データシステム  ea@metds.co.jp 
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７．例題 

 

 事務室及び会議室と、それらの室からの換気分の空気が流入する廊下について計算を行う。廊

下については、自然室温を計算する。 

 

7.1 計算条件 

[地域] 東京 

[計算建物]  下図参照 

[空 調 室] 事務室 SW, 事務室 SE, 会議室 

[計算対象室] 事務室 SW, 事務室 SE, 会議室, 廊下(非空調) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[外 壁] 石膏ボード 12mm+中空層+グラスウール 25mm+コンクリート 150mm+タイル 10mm 

[ 窓 ] 熱線反射ガラス 8mm  窓面積比 40% (会議室の北面は窓無し) 

[間仕切] 石膏ボード 9mm+コンクリート 120mm+石膏ボード 9mm 

[天井床] 石膏ボード 9mm+中空層+コンクリート 150mm+カーぺットタイル 5mm 

[内部発熱] 

  照明 20W/m2  (廊下は 10W/m2) 

  人員 0.2 人/m2 (廊下は 0.04/m2) 

  コンセント 20W/m2  (廊下は 0W/m2) 

[スケジュール] 

 8-9 時 50%  9-12 時 80% 12-13 時 20% 13-18 時 100% 18-20 時 30% 

[室間換気] 各室から廊下に 25m3/人程度の室間換気を行う 

計算建物基準階平面図 
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7.2 計算結果 

 前記条件で、１週間の周期定常と１日の周期定常で計算を行った。 

 

      [週周期定常]               [日周期定常] 
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付 録 
気象データ一覧 
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付２ 材料名特性値一覧
No 材　　料　　名 熱伝導率(W/mK) 容積比熱(J/LK)

1 空気(静止) 0.022 1.3
2 水(静止) 0.6 4200
3 氷 2.2 1900
4 雪 0.06 180
5 鋼 55 3600
6 アルミニウム 210 2400
7 銅 370 3200
8 ステンレス 15 3500
9 岩石(重量) 3.1 2400

10 岩石(軽量) 1.4 1700
11 土壌(粘土質) 1.5 3100
12 土壌(砂質) 0.9 2000
13 土壌(ローム質) 1 3300
14 土壌(火山灰質) 0.5 1800
15 砂利 0.62 1500
16 PCコンクリート 1.5 1900
17 普通コンクリート 1.6 2000
18 軽量コンクリート(軽量1種) 0.8 1900
19 軽量コンクリート(軽量2種) 0.5 1600
20 気泡コンクリート(ALC) 0.19 660
21 コンクリートブロック(重量) 1.1 1800
22 コンクリートブロック(軽量) 0.53 1600
23 セメント・モルタル 1.5 1600
24 押出成型セメント板 0.4 2100
25 スレート 1.2 1800
26 せっこう・プラスタ 0.6 1600
27 せっこうボード 0.22 830
28 硬質せっこうボード 0.36 1320
29 しっくい 0.74 1400
30 土壁 0.69 1100
31 ガラス 1 1900
32 タイル 1.3 2000
33 れんが 0.64 1400
34 かわら 1 1500
35 ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 0.064 294
36 火山性ガラス質複合板 0.13 679
37 ケイ酸カルシウム板(0.8mm) 0.2 690
38 ケイ酸カルシウム板(1.0mm) 0.2 1000
39 天然木材 0.12 520
40 合板 0.16 720
41 タタミボード 0.06 450
42 シージングボード 0.07 630
43 A級インシュレーションボード 0.06 540
44 パーティクルボード 0.17 720
45 木毛セメント板 0.13 1100
46 木片セメント板 0.15 1000
47 ハードファイバーボード 0.17 1230
48 ミディアムデンシティファイバーボード 0.12 820
49 ビニル系床材 0.19 1500
50 FRP 0.26 1900

材料特性値一覧 
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51 アスファルト類 0.11 920
52 畳床 0.15 290
53 建材畳床(Ⅲ型50mm厚) 0.052 208
54 建材畳床(K･N型50mm厚) 0.034 40
55 カーペット類 0.08 320
56 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材10K相当 0.05 8
57 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材16K相当 0.045 13
58 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材20K相当 0.042 17
59 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材24K相当 0.038 20
60 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材32K相当 0.036 27
61 高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材16K相当 0.038 13
62 高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材24K相当 0.036 20
63 高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材32K相当 0.035 27
64 高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材40K相当 0.034 34
65 高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材48K相当 0.033 40
66 吸込み用ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　13K相当 0.052 11
67 吸込み用ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　18K相当 0.052 15
68 吸込み用ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　30K相当 0.04 25
69 吸込み用ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　35K相当 0.04 19
70 吹付けﾛｯｸｳｰﾙ 0.064 412
71 ﾛｯｸｳｰﾙ断熱材(マット) 0.038 34
72 ﾛｯｸｳｰﾙ断熱材(フェルト) 0.038 34
73 ﾛｯｸｳｰﾙ断熱材(ボード) 0.036 67
74 吸込み用ﾛｯｸｳｰﾙ　25K相当 0.047 21
75 吸込み用ﾛｯｸｳｰﾙ　65K相当 0.039 55
76 吸込み用ｾﾙﾛｰｽﾞﾌｧｲﾊﾞｰ　25K 0.04 47
77 吸込み用ｾﾙﾛｰｽﾞﾌｧｲﾊﾞｰ　45K 0.04 85
78 吸込み用ｾﾙﾛｰｽﾞﾌｧｲﾊﾞｰ　55K 0.04 103
79 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板1種 0.04 33
80 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板2種 0.034 36
81 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板3種 0.028 40
82 A種ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板1種2号 0.042 13
83 A種ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板2種 0.038 46
84 ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板特号 0.034 35
85 ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板1号 0.036 39
86 ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板2号 0.037 33
87 ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板3号 0.04 26
88 ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板4号 0.043 20
89 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板2種1号 0.023 60
90 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板2種2号 0.024 43
91 吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板A種1 0.034 61
92 吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板A種3 0.04 26
93 ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温板1種1号 0.022 77
94 ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温板1種2号 0.022 43
95 密閉空気層(W/m2K) 6.67 0
96 非密閉空気層(W/m2K) 14.2 0
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ガラス特性値一覧 
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部材データ一覧表 
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付 5   システムファイルの追加説明 

 

[d_data フォルダ] 

p_houidata････････････方位指標データ(ユーザー設定) 

g_houidata････････････方位指標データグループ(ユーザー設定) 

p_walldata････････････壁体データ(ユーザー設定) 

g_walldata････････････壁体データグループ(ユーザー設定) 

p_dayschdata･･････････内部発熱日間スケジュールデータ(ユーザー設定) 

g_dayschdata･･････････内部発熱日間スケジュールデータグループ[(ユーザー設定) 

p_weekschdata･････････内部発熱週間スケジュールデータ(ユーザー設定) 

g_weekschdata･････････内部発熱週間スケジュールデータグループ[(ユーザー設定) 

p_peakdata････････････ピーク計算日運転スケジュールデータ(ユーザー設定) 

g_peakdata････････････ピーク計算日運転スケジュールデータグループ(ユーザー設定) 

p_peakweek････････････ピーク計算週運転スケジュールデータ(ユーザー設定) 

g_peakweek････････････ピーク計算週運転スケジュールデータグループ(ユーザー設定) 

p_yeardata････････････年間計算スケジュールデータ(ユーザー設定) 

g_yeardata････････････年間計算スケジュールデータグループ(ユーザー設定) 

wall_zairyo･･･････････壁部材データ 

ガラス単板データ･･････ガラス単板特性データ 

ガラス複層データ･･････ガラス複層特性データ 

ガラス複 B内蔵データ･･ガラス複層ブラインド内蔵特性データ 

ガラス AFW データ･･････ガラスエアフローウインドゥ特性データ 

ガラス USER データ･････ガラス特性データ(ユーザー設定) 

都道府県データ････････都道府県名データ 

気象地名データ････････都道府県別地名データ 

s_gamen･･･････････････画面項目数データ 

pass_wd･･･････････････パスワード保存データ 

dataset･･･････････････計算の基本条件データ 

 

[weather_data フォルダ] 

annual フォルダ･･･････年間代表日計算用気象データ   001yyyy.WEA  001:地域番号 

peak フォルダ･････････ピーク計算用気象データ  DAC8100.WEA   842 地点全データ 

user フォルダ･････････ユーザー設定気象データ 

 

 

 

システムファイルの追加説明 
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[dataset.csv ファイル] 

 

 このファイルは、計算の基本条件を定めた CSV ファイルです。CSV ファイルですので、表計算

ソフトやエディター、ウインドウズ付属のメモ帳等を使用して値を変更することが出来ますが、

⑥計算時間間隔だけは、計算や出力に不具合を起こしますので変更しないでください。 

 

① 外表面総合熱伝達率 23W/m2K 

② 内表面総合熱伝達率 9W/m2K 

③ 内表面放射熱伝達率 5W/m2K 

④ 基準設定温度 24℃ 

⑤ 基準設定絶対湿度 9.3g/kg 

⑥ 計算時間間隔 0.25h(固定) 

計算時間間隔は変更不可とします。 

⑦ 週収束計算回数 30 回 

１週間の周期定常を最大何週間計算するかを指定します。但し、室の計算が収束した場合は

この収束数以下で計算が終了します。 

⑧ 週初期計算回数 5回 

予熱予冷の計算において、初期は、室の目標温度を設定して計算しています。この計算を何

周期するかで、通常は 3～5回程度を設定します。 

⑨ 出力時計算回数 30 回 

何周期目を計算結果として、ファイルに書き込むかを指定します。この回数以下で収束した

場合は、収束した時点+1回の収束回数の値をファイル出力します。 

⑩ 収束判定(前計算との誤差)  0.1% 

収束判定は、顕熱除去熱量の計算値と１周期前の計算値の差を計算値で割って 100 分率を全

計算時点で計算し、その最小値が判定値を下まわった時に収束したものとします。 

⑪ 予熱計算方法  1(固定) 

予熱の計算方法を設定します。 

⑫ 最小収束回数 10 回 

収束回数の最小値を設定します。各室とも最低限この収束回数だけ反復します。 

通常は収束判定によって反復を終了しますが、室内温度の設定が無く自然室温だけを計算す

る場合(例題の廊下)には、収束判定ができないのでこの設定が必要になります。 
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注意事項 

 計算結果の印刷出力は、プリンターとの相性の問題でグラフ表示が欠落する場合があります。

その場合には、印刷のダイアログで Microsoft XPS Document Writer を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OK ボタンを押すと、出力先を尋ねてきますので、出力先のフォルダを指定しファイル名を入力

してください。出力が終了したら、先ほど指定したファイルをダブルクリックすると、印刷イメ

ージが表示されます。この画面から印刷も行えます。印刷のダイアログのプロパティで出力後に

自動的に表示させることもできます。 
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付 6   計算結果の出力ファイル 

 

計算結果は Mpdata フォルダの下にある output_data フォルダに室別の CSV ファイルとして出

力されます。 

 出力ファイル名は、「室名－気象データ略称－Out.csv」になります。 

 気象データ略称 冷房 h－t基準データ  0.5，1，2％･････ C11,C12,C13 

冷房 Jc－t 基準データ･････････････････ C20 

冷房 Js－t 基準データ･････････････････ C30C40 

冷房 USER 設定データ･･････････････････ CUSR 

暖房 t－x基準データ  0.5，1，2％･････ H11,H12,H13 

暖房 t－Jh 基準データ 0.5，1，2％･････ H21,H22,H23 

暖房 USER 設定データ･･････････････････ HUSR 

年間データ･･･････････････････････････ Y+月数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①非空調時の個別負荷は、室内温度を室内設定温度とした場合の負荷です。自然室温との補正は、

負荷を室全体で合計した時点で行っているので、個別には出力されていません。 

②冷房時の室顕熱負荷は室顕熱除去熱量で、外気負荷を含む場合には、それに外気負荷を加えて

ください。 

③暖房時の加熱負荷(加湿負荷は含んでいない)も、室顕熱除去熱量を参考にしてください。 

曜日 時間 外気温度 外気湿度 直達日射 天空日射 室乾球温度 室絶対湿度 室顕熱負荷
[-] [x15分] [℃] [g/kg] [W/m2] [W/m2] [℃] [g/kg] [W]

0 1 27.85 18.08 0 0 35.12 18.04 688
0 2 27.8 18.05 0 0 35.1 18.04 680.1
0 3 27.75 18.03 0 0 35.08 18.04 672.4
0 4 27.7 18 0 0 35.06 18.04 664.6
0 5 27.65 18.03 0 0 35.05 18.04 657
0 6 27.6 18.05 0 0 35.03 18.04 649.4
0 7 27.55 18.08 0 0 35.01 18.04 641.9
0 8 27.5 18.1 0 0 34.99 18.05 634.4
0 9 27.48 18.1 0 0 34.97 18.05 628.2
0 10 27.45 18.1 0 0 34.96 18.05 622

ファイ出力について 
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